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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 本県の枝物振興に有望と思われる自生枝物ツルウメモドキの栽培において、今まで不明であった増
殖方法、生育に適した樹形管理法および仕立方法を明らかにした。

(1) ツルウメモドキの増殖方法は挿し木が適している。方法としては密閉挿しが良く、挿し木部位に枝
の中央部分を用い、挿し床に含水率の低い山砂を使用すると、適量発根の割合が高くなる。 

(2) ツルウメモドキの樹形管理法は、棚もしくは支柱等に枝を誘引して管理すると枝の生育が良く切り
枝の本数も多くなる。 

(3) ツルウメモドキの仕立て方法は地際から100cmの高さで台付け（摘心）すると枝の生育が良く、ボ
リュームのある切り枝を収穫することができる（表１）。 

２期待される効果

 ツルウメモドキの栽培が可能となり、遊休農用地等の有効利活用に寄与できる。

３適用範囲

 土地利用型作物であるため、遊休農用地などが利活用できる地域。 

４普及上の留意点

(1)
ツルウメモドキは雌雄異株であるため、増殖には市場性のある雌株を用いる。また、定植の際
は、交配用として雄株をほ場周辺へ定植する。

(2) 挿し木時期を7月とすると、定植適期に成苗となる為、効率良くほ場展開できる。 

(3) 誘引した枝同士が絡み合わないように整枝管理を行う。 
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